
中学校 技術・家庭科
第24回 全国中学生創造ものづくり教育フェア 会 場 案 内

全日本中学校技術・家庭科研究会
共催：文部科学省 他　　後援：厚生労働省 他

2/1土1/31金

木工チャレンジ 2/1土

アイデアバッグ 2/1土

おべんとう 1/25土

2/1土プログラミング

中学校 技術・家庭科

【生徒作品コンクール】……東京都立六郷工科高等学校（展示／２月１日）
【木工チャレンジ】…………栃木県佐野市立北中学校（２月１日）※リモート
【アイデアバッグ】…………山梨県笛吹市立石和中学校（２月１日）※リモート
【おべんとう】………………女子栄養大学駒込キャンパス（１月２５日）
【アイデアロボット】 ………東京都立六郷工科高等学校（２月１日）
【プログラミング】…………湘南工科大学（２月１日）

2/1土生徒作品コンクール

2/1土アイデアロボット

★各競技部門ごとに、「対面」または「オンライン」を選択した競技・審査となっております。
　そのため、部門によっては会場での観戦が出来ない場合があります。何卒ご理解をお願いいたします。
　また、会場へのお問い合わせはご遠慮ください。

プログラミング湘南工科大学

【JR東海道線】にて辻堂駅下車（徒歩１５分）
神奈川県藤沢市辻堂西海岸１‒１‒２５

女子栄養大学 駒込キャンパス

【JR山手線・地下鉄南北線】にて駒込下車（徒歩３分）
東京都豊島区駒込３‒２４‒３

山梨県笛吹市立石和中学校
TEL 055-262-2225

栃木県佐野市立北中学校
TEL 0283-23-0961

本部／東京都立六郷工科高等学校

【京浜急行線（普通）】 雑色駅下車（徒歩３分）
東京都大田区東六郷２‒１８‒２

東京都立六郷工科高等学校

【京浜急行線（普通）】 雑色駅下車（徒歩３分）
東京都大田区東六郷２‒１８‒２

中学生 ものづくり甲子園
https://www.ajgika.ne.jp/
中学生 ものづくり甲子園

創造ものづくり
教育フェア

中中中 科科科科科

創造ものづくり創造ものづくり創造ものづくり
第24回 全国中学生

令和7年1月25日土・1月31日金・2月1日土
本部／東京都立六郷工科高等学校（１月３１日・２月１日） 
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開 催 の 趣 旨

　二十一世紀に入り、世界ではIT（情報技術）革命、宇宙科学の進歩、地球環境の改善など新たな科学

技術が日進月歩で開発されている。それに伴い、新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での

活動の基盤として重要性を増す「知識基盤社会」の時代となっている。そのような中で日本の科学技術・

製造技術は、世界に誇れる技術力（ものづくりの力）を持ち続けてきた。

　しかしながら、わが国の若者達は「科学技術離れ」「ものづくり体験の不足」や、「身の回りにおける

ものづくり環境の減少」が顕著であり、教育的な課題になっている。これらの課題を早急に解決して

いかなければ、二十一世紀の世界の激しい技術開発競争に日本は勝ち残っていくことができなくなって

しまうのではないだろうか。

　このような状況の中で、平成11年に「ものづくり基盤技術振興基本法」が法案化され、基本計画が

制定された。この基本計画は、日本が持っている本来の技術力をより一層高め、高度な技術者を育成

する「ものづくり教育」の充実、発展を進める具体的な施策である。このことにより、「ものづくりに

関する学習」が企業をはじめ、大学・高等専門学校・小中学校で進められることになったが、「もの

づくり教育」を学校教育・学習体系として進めている教科は、義務教育においては中学校技術・家庭科

だけである。

　私ども全日本中学校技術・家庭科研究会は、教科発足以来約50年間、その時代の社会の変化に適応

する人材育成のために「ものづくり　人づくり　国づくり」を教育の理念として実践を進めてきた。

「ものづくり」の実践的・体験的な学習を通し、進んで生活を工夫する能力と、創造性を発揮し生活

の自立を図り、持続可能な社会を構築できる「人づくり」に取り組んできているところである。まさに、

この教科教育理念や具体的な実践は、世界に通用する日本人の基礎的な資質（国づくり）を育成する

教育であり、ものづくり基本法の精神に則った「ものづくり学習」だと受け止めている。

　そこで全日本中学校技術・家庭科研究会では、中学校の技術・家庭科の授業において、「ものづくり 

学習」を実践してきた生徒達の教育的成果を発表し、本教科の「ものづくり　人づくり　国づくり」の 

教育理念を多くの方々にご理解いただくとともに、これからの「ものづくり教育」の発展・充実の

ために文部科学省及び関係団体との共催により次のような目的を持った”全国中学生創造ものづくり

教育フェア”を開催するものである。

　

１�　中学生が知識や道具を駆使していろいろな条件のもとに最適解を見つけ進んで生活を工夫し創造

することを学んだ技術・家庭科の実践発表の場とする。

２�　未来への飛躍を実現する人材を養成するために、多様な体験と切磋琢磨の機会を増大し、学習

意欲やものづくりへの製作意欲の向上を図る。

３�　優れた能力と多様な個性を伸ばす技術・家庭科の学習内容を広く国民に知らせるとともに、全国の

技術・家庭科教員の指導力向上を目指す研修の場とする。
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あ　い　さ　つ

　本教科が直面している課題として、学校数の減少や規模の縮小等の影響により、技術・家庭科の専任

教員が不在の学校も増えてきています。このような状況にもかかわらず、昨年度に引き続き第24回

全国中学生創造ものづくり教育フェアが、東京都立六郷工科高校を始めとする各会場で、競技ごとに

参集型やリモート等を駆使して開催されますことを心より感謝申し上げます。

　また、これまで各都道府県・地区フェアを勝ち抜き、全国大会に出場される生徒の皆さんの努力に

敬意を表しますと共に全国大会でのご活躍を期待しています。また、大会運営に当たられた関東甲信越

地区中学校技術・家庭科研究会の皆様をはじめ関係するすべての皆様のご尽力に感謝申し上げます。

　令和６年９月18日に文部科学省の有識者会議が取りまとめた「今後の教育課程、学習指導及び学習

評価等の在り方に関する有識者検討会論点整理」では、「学校は、学年・学級という生活を共にする

集団の中で、多様な他者に出会い、共感や軋轢の中で自己を知り、高めるとともに、他者とどのように

共存するかという、社会を形成していく上で不可欠な人間同士のリアルな関係づくりを子供たち相互の

関係で学ぶ貴重な場となっている。」と学校の本質的な役割が再認識されています。今日の先行き

不透明な時代にあって、子どもたちには社会の変化に主体的に関わり、自ら考え、よりよい社会と

幸福な人生の創り手となる力を育むことが求められています。

　そのような状況において、他者と協働的に学習に取り組み、自ら学習課題や学習活動を選択し、

興味・関心を生かした自主的、自発的な学習は重要になります。中学生創造ものづくり教育フェアの

ねらいは、「知識や道具を駆使していろいろな条件のもとに自分なりの課題や目標を設定し、思考力・

判断力・表現力を働かせて最適解を見つけ出そうと、失敗しても繰り返し粘り強く取り組み、多様な

体験と切磋琢磨の機会を通して、進んで生活を工夫し創造する資質や能力をはぐくむこと」であり、

学校の本質的な役割として求められていることが達成できる機会になると考えます。また本フェアを

とおして、技術・家庭科の学習内容を広く世間に知っていただくとともに、全国の技術・家庭科の

先生方の指導力向上の場となることを期待します。

　おわりに、本フェアにご指導・ご支援をいただいております文部科学省並びに関係省官庁、会場

提供いただいた東京都立六郷工科高校、学校法人香川栄養学園女子栄養大学、学校法人湘南工科大学、

リモート会場の各中学校をはじめとする関係機関の皆様に、厚く御礼申し上げます。また、公私とも

お忙しい中、生徒の競技の審査員をお引き受けいただいております皆様にも重ねて感謝申し上げます。

また、各部門の企画・運営をご担当いただく運営委員の皆様に、心より感謝申し上げ、あいさつと

させていただきます。

全日本中学校技術・家庭科研究会会長

三　浦　利　信
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第24回 全国中学生創造ものづくり教育フェア

　第24回全国中学生創造ものづくり教育フェアが開催されますことを、心からお喜び申し上げます。

　本フェアは、平成12年度に開始されて以来、中学校技術・家庭科における学習成果の全国規模の

発表の場として、「ものづくり教育」の充実・発展に大きく寄与してこられました。本フェアの開催・

運営に御尽力された全日本中学校技術・家庭科研究会並びに関係の皆様に心から感謝を申し上げますと

ともに、深く敬意を表します。

　自然災害の発生や生成AIの急速な発展など、将来の予測が困難なこの時代においては、誰一人取り

残されず、子供たちが夢や希望を持つことのできる社会を目指すため、令和の日本型学校教育を実現

することが重要です。すなわち、一人一人の子供たちが自分の良さや可能性を伸ばし、多様な人々と

協働しながら、主体的に社会の形成に参画していく能力を身に付けていくことが求められています。

　特に、技術・家庭科は、技術の見方・考え方や生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、技術や

家庭に関する実践的・体験的な活動を通して、より良い生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、

生活を工夫し創造する資質・能力を子供たちに育むことを目標とするものであり、これからの社会を

担う子供たちにとって、欠かすことのできない学習であると言えるでしょう。

　こうしたなか、今年度も６つのプログラムに対して、全国各地の中学生の皆さんによる数多くの

素晴らしい作品が寄せられたと伺っています。生徒の皆さんは、作品を製作する過程で、自ら課題を

見出し、試行錯誤を繰り返しながら、根気強く課題解決に取り組んでこられたことと思います。今回の

活動を通して学んだ知識や経験は、皆さんにとって、かけがえのない財産となります。これからも、

ものづくりへの意欲と関心を持ち続けながら、技術と創造性、探究力に磨きをかけていくことで、持続

可能な社会の創り手として、皆さん一人一人が豊かで幸せな未来を切り拓いていかれることを心から

期待しております。

　先生方におかれては、各学校において、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善等を

行いながら、創意工夫を凝らした教育実践を展開するなど、熱心に御指導いただいていることに御礼を

申し上げるとともに、今後もより一層の愛情と熱意を持って、教育活動の充実に御尽力いただくことを

期待いたします。

　結びとなりますが、本フェアの今後ますますの御発展と、御参加の皆様の一層の御活躍を祈念いたし

まして、私の挨拶といたします。

文部科学省初等中等教育局長

望　月　　　禎
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生徒作品コンクール
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木工チャレンジコンテスト
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「豊かな生活を創るアイデアバッグ」コンクール
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「あなた
4 4 4

のためのおべんとう」コンクール
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創造アイデアロボットコンテスト
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プログラミングコンテスト
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これまでの主な受賞記録これまでの主な受賞記録
第１回（平成12年度）創造アイデアロボットコンテスト全国中学生大会

第２回（平成13年度）全国中学生ものづくり競技大会

第３回（平成14年度）全国中学生ものづくり競技大会
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第４回（平成15年度）全国中学生ものづくり競技大会
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第５回（平成16年度）全国中学生ものづくり競技大会
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第６回（平成17年度）
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第７回（平成18年度）
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第８回（平成19年度）
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第９回（平成20年度）
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第10回（平成21年度）
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第11回（平成22年度）
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第12回（平成23年度）
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第13回（平成24年度）
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第14回（平成25年度）
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第15回（平成26年度）
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第16回（平成27年度）
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第17回（平成28年度）
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第18回（平成29年度）



－ 46 －

第19回（平成30年度）
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第20回（令和元年度）
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第21回（令和３年度）
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第22回（令和４年度）
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第23回（令和５年度）
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https://www.yamazaki-kk.com

〒189-0003 東京都東村山市久米川町5-33-24
Tel:042-392-1111（代表） Fax:042-392-1110

ヤマザキは技術・家庭科教育を
トータルでサポートします。

ヤマザキは、先生方と共に考え
授業ストーリーの

構築をお手伝いいたします。

Learning

Imaging
&

学ぶこと＋想像すること＝創造
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×
1

スマホ
充電

周波数
表示

Bluetooth 乾電池
Dynamo リチウムイオン

電池

サイドパネルはサイドパネルはWhiteWhiteの1色です。の1色です。

NEW
NEW

NEW

シンプルでコンパクトで使い心地がいいシンプルでコンパクトで使い心地がいい

スピーカ
×
2

Dynamo スマホ
充電

ソーラー 乾電池
リチウムイオン

電池
周波数
表示

時計・

NEW

※別売※別売
専用拡張パーツ専用拡張パーツ
「制御チョビット」「制御チョビット」

従来の紙説明書をデジタルに！従来の紙説明書をデジタルに！
タブレットでスマートに学習!!タブレットでスマートに学習!!

使い道にあわせて2つのデザインから選ぶ！使い道にあわせて2つのデザインから選ぶ！
再生ポリエステル繊維を使った布でポーチを作ろう！再生ポリエステル繊維を使った布でポーチを作ろう！

再生ポリエステル繊維を使った布でバッグ作り！再生ポリエステル繊維を使った布でバッグ作り！
持ち手のつけ方、たて型・よこ型、持ち手のつけ方、たて型・よこ型、
マチ（たて型のみ）の組み合わせでマチ（たて型のみ）の組み合わせで
用途に合ったバッグを製作できます。用途に合ったバッグを製作できます。

パッケージにパッケージに
紙製封筒形を採用！紙製封筒形を採用！
制作チェック表や制作チェック表や
提出用の記入欄付。提出用の記入欄付。

例えば
アウトドア
用品入れ

例えば
モバイルグッズ入れ

長い持ち手は
肩からかけられる！
ノートも入る
大きさで図書館へ。

マチもある
からペット
ボトルも
入れやすい。

内側に持ち手を
つけてすっきりと。

NEW

NEW

キューブラジオ Duo

マルチバッグ（ECO）

LEDブレッドライトLEDブレッドライト新3相ダイナモ ライト・ラジオ

スマートシンキング6 双方向チャット作成アプリチャットラン制御学習プロロボWeb

ミニラジ

あんしんライトプラス  ラジオまたはBluetoothスピーカ

基礎縫いマルチポーチ（ECO）

Webアプリに対応!Webアプリに対応!
iOiOSS（iPad（iPad））の場合は別売「音・転送ユニッの場合は別売「音・転送ユニットト」」
が必要です。が必要です。※写真は「音・転送ユニット」付。※写真は「音・転送ユニット」付。

エコキューブラジオ4 Basic

iOS Chrome Win

NEW エネルギー変換＋情報の技術を統合的に学習できます。エネルギー変換＋情報の技術を統合的に学習できます。

Bluetoothで音楽を楽しむ＋Dynamo充電で災害時にも使える!Bluetoothで音楽を楽しむ＋Dynamo充電で災害時にも使える!

日常使いしやすいかわいいデザイン日常使いしやすいかわいいデザイン
非常時にも便利なミニラジオ非常時にも便利なミニラジオ

はんだづけなしで回路学習 !はんだづけなしで回路学習 !
オリジナルブレッドボードで学習しオリジナルブレッドボードで学習し
た回路設計をもとに LEDブレッドた回路設計をもとに LEDブレッド
ライトの設計・製作をしよう。ライトの設計・製作をしよう。

4種類の材質から選択、4種類の材質から選択、
生徒全員同じ材料取り、切断4カット。生徒全員同じ材料取り、切断4カット。
制限のある材料で設計にトライ！制限のある材料で設計にトライ！

双方向性のあるチャット双方向性のあるチャット
システムを簡単にシステムを簡単に
プログラムで作成できます。プログラムで作成できます。

生徒のチャット状況の確認や評価に活用生徒のチャット状況の確認や評価に活用
できる教師用チャット管理用ツールできる教師用チャット管理用ツール

※掲載写真の中に入っているものや周りの装飾品はセットに含まれません。

Windows・
Chrome・
iOSのOSに
対応！！

機能
追加

超高輝度LEDで超高輝度LEDで
本当に明るい本当に明るい
スタイリッシュなスタイリッシュな
ライト!ライト!

アウトドア・アウトドア・
災害時に災害時に
利用できる利用できる
充実機能。充実機能。

トライアル・セレクションカット4

ソーラーソーラー++ダイナモダイナモ++ワイドLEDワイドLED++ブザーブザー

++ラジオラジオ

++ライトライト
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開隆堂出版株式会社 
[本   社] 〒113-8608 東京都文京区向丘 1-13-1  TEL：03-5684-6118（販売），6116（編集） 

北海道支社  ／  東北支社  ／  名古屋支社  ／  大阪支社  ／  九州支社 

令和 7 年度用 中学校技術・家庭 技術分野／家庭分野 

学習者用デジタル教科書＋教材 
● 教科書に掲載している QR コード*に対応した動画等のデジタルコンテンツを収録しています。

● 拡大、音声読み上げ、リフロー、白黒反転等に対応し、アクセシビリティに配慮しています。

● ペンツールやマーカーツールなどで、紙面イメージに書き込みをすることができます。

通常の画面 

※画面は体験版のため、製品版とは仕様が異なる場合があります。

QR コード対応コンテンツ 

■ 対応 OS：

Windows10/11、iPadOS、

ChromeOS

■ 期間：３年間

■ 価格：１，１００円

（本体１，０００円） 

※プラットフォームは、「みらいスク

ール」を採用しています。

※データはクラウド配信形式で提供

します。DVD 等は付属しません。

技･家ノート 技術分野 家庭分野

白黒反転画面 

●発行物のご案内は Web ページをご覧ください。

https://www.kairyudo.co.jp/

新教科書 

対応 

●基本的な知識のまと
め、課題や学習の記
録、ノート欄などで構成
されています。

●Google フォームを使っ
て「学習のまとめ」をオン
ラインで解答・採点でき
る CBT の雛形を公開
しています。

＊ QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。 

暮らしに役立つ 70 の省エネアクション！ 

ウルトラ省エネかるた

監修：東京ガス都市生活研究所 

■定価：2,310 円(本体 2,100 円)

■絵札(カラー)・読札(1 色):各 72 枚 (うち白札各2 枚) 

●⽇常の⽣活の中で、省エネ
につながる⾏動を⽰したかる
たです。
●CO2 や電⼒の削減量・節
約費⽤等も具体的に記載
しています。

■定価：各 730 円（本体 664 円）

■各 B5 判 １２8 ページ カラー

別冊解答書付き（家庭分野はシール付き）

総ルビ画面 

●双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題解決の実習例を、

解説を見ながらブラウザ上で制作できる Web サイトを新設しました。

先生のためのお役立ち情報を配信！ 

○教科書情報 ○全国の実践事例

○セミナー情報 ○公式 YouTube 動画

○指導計画＆評価規準 ○情報誌 など

ホーム

→友だち追加
→二次元コード

読み込み
QR コードから

アクセスでき
ます↓

やってみよう！プログラミング 
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技術･家庭科教材・教具開発グループ　　　【経済産業省認可】日本産業教育振興協同組合
＜事務局＞〒465-0064　愛知県名古屋市名東区大針 2-6　TEL：052(734)3815 / FAX：052(734)3825

（※価格につきましてはお問い合わせください。）

（※価格につきましてはお問い合わせください。）
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第 15回トンボ 1129デザインコンクール受賞作品を発表しています ▷

技術・家庭　教科書・教材発行会社

〒101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-3-2

教育図書
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     農の知識を深めよう！ 
 
日本農業検定･農検栽培キット 
  日本農業検定事務局 
（一社 全国農協観光協会内）

☎03-5297-0325  

全日本中学校
技術・家庭科研究会
会 長　三　浦　利　信

全日本中学校
技術・家庭科研究会
参 与　奥　山　拓　雄

全日本中学校
技術・家庭科研究会
顧 問　平　松　功　治

全日本中学校
技術・家庭科研究会
顧 問　田　極　政一郎

全日本中学校
技術・家庭科研究会
顧 問　佐　藤　秀　直

全日本中学校
技術・家庭科研究会
相談役　杉　浦　伸　一





中学校 技術・家庭科
第24回 全国中学生創造ものづくり教育フェア 会 場 案 内

全日本中学校技術・家庭科研究会
共催：文部科学省 他　　後援：厚生労働省 他

2/1土1/31金

木工チャレンジ 2/1土

アイデアバッグ 2/1土

おべんとう 1/25土

2/1土プログラミング

中学校 技術・家庭科

【生徒作品コンクール】……東京都立六郷工科高等学校（展示／２月１日）
【木工チャレンジ】…………栃木県佐野市立北中学校（２月１日）※リモート
【アイデアバッグ】…………山梨県笛吹市立石和中学校（２月１日）※リモート
【おべんとう】………………女子栄養大学駒込キャンパス（１月２５日）
【アイデアロボット】 ………東京都立六郷工科高等学校（２月１日）
【プログラミング】…………湘南工科大学（２月１日）

2/1土生徒作品コンクール

2/1土アイデアロボット

★各競技部門ごとに、「対面」または「オンライン」を選択した競技・審査となっております。
　そのため、部門によっては会場での観戦が出来ない場合があります。何卒ご理解をお願いいたします。
　また、会場へのお問い合わせはご遠慮ください。

プログラミング湘南工科大学

【JR東海道線】にて辻堂駅下車（徒歩１５分）
神奈川県藤沢市辻堂西海岸１‒１‒２５

女子栄養大学 駒込キャンパス

【JR山手線・地下鉄南北線】にて駒込下車（徒歩３分）
東京都豊島区駒込３‒２４‒３

山梨県笛吹市立石和中学校
TEL 055-262-2225

栃木県佐野市立北中学校
TEL 0283-23-0961

本部／東京都立六郷工科高等学校

【京浜急行線（普通）】 雑色駅下車（徒歩３分）
東京都大田区東六郷２‒１８‒２

東京都立六郷工科高等学校

【京浜急行線（普通）】 雑色駅下車（徒歩３分）
東京都大田区東六郷２‒１８‒２

中学生 ものづくり甲子園
https://www.ajgika.ne.jp/
中学生 ものづくり甲子園

創造ものづくり
教育フェア

中中中 科科科科科

創造ものづくり創造ものづくり創造ものづくり
第24回 全国中学生

令和7年1月25日土・1月31日金・2月1日土
本部／東京都立六郷工科高等学校（１月３１日・２月１日） 

日 時

会 場

展示見学


